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東京電力ホールディングス株式会社

建屋周辺の地下水位、汚染水発生量の状況
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1-1．建屋周辺の地下水位の状況

内外水位差
（黒とピンク）

データ；～2026/7/15

 陸側遮水壁内側エリアの地下水位は山側では降雨による変動があるものの、内外水位差は確保した状態が維持されている

 地下水ドレン観測井水位は約T.P.+1.4mであり、地表面から十分に下回っている（地表面高さ T.P.+2.5m）

陸側遮水壁外側：山側水位

陸側遮水壁内側：山側水位

地下水ドレン
観測孔水位

SD（山側）

SD（海側）
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注水井・観測井（山側） サブドレン（山側） 注水井・観測井（海側）

サブドレン（海側） 陸側遮水壁（海側）海側水位 建屋水位（制御用水位計全平均）

サブドレン設定水位（ポンプ稼働下限値）

第三段階Ⅱ
（西③）
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データ；～2026/7/7
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1-2．サブドレン・護岸エリアのくみ上げ量の推移

1－4号機サブドレンは、降水量に応じて、くみ上げ量が変動している状況である

T.P.+2.5m盤くみ上げ量は、T.P.+2.5m盤エリアのフェーシングが完了しており、安定的なくみ上げ量で
推移している状況である

データ；2026/7/15

※年度平均値は、降水量を除き10m3単位で四捨五入
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平均：

合計

平均：

年度平均：4.5mm

年度平均：100 年度平均：80

年度平均：3.7mm

年度平均：490 年度平均：450

年度平均：90

年度平均：4.3mm

年度平均：480

年度平均：100

年度平均：3.3mm

年度平均：370

年度平均：90

年度平均：3.5mm

年度平均：300

年度平均：70

年度平均：2.6mm

年度平均：270

年度平均：80

年度平均：3.１mm

年度平均：330



２.  汚染水発生量の推移

サブドレン稼働
（2015.9末）

 2025年度は、汚染水発生量：約60m3/日、降雨量：1,132mmであり、平均的な降雨量（約1,470mm）
と比較すると約350mm少ないが、平均的な降雨量相当だったとしても、汚染水発生量は約70m3/日程度
と評価される。

 2026年6月は降雨量が263mmであり、建屋流入量は約90m3/日、汚染水発生量は約100m3/日だった。

データ；～2026/6/30
海側遮水壁の閉合後、
地下水ドレン稼働
（2015.11）

陸側遮水壁第一段階
フェーズ１（2016.3末）

陸側遮水壁第一段階
フェーズ2（2016.6上）

汚染水発生量［建屋流入量］ m3/日
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【参考１】地中温度分布
（維持管理運転試験的見直しについて含）
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＜維持管理運転の操作＞
①：維持管理運転への移行
②：ブライン再循環
③：ブライン再循環停止

 陸側遮水壁（凍土壁）の維持管理運転については、凍土壁の過剰成長の抑制を目的として、建設当初の
2017年度から実施している。

 凍土壁は、１～４号機の建屋を取り囲むように設置されているが、維持管理運転は、区間ごと（ヘッダー
管ごとに４９区間）に、地下水位以下の地中温度を管理対象として、過剰に冷却しすぎないよう、ブライ
ンの供給・停止を繰り返し行うものである。

 ３～４号機において、建屋間端部ギャップ止水が完了したことを受けて、ブライン循環の停止率が低い４
号機西側区間で、地中温度を管理する深度（管理深度）を地下水位以下の深度に、ブライン循環再停止温
度を従来より高く見直したりすることで、更なる凍土壁の成長抑制のための運転を試験的に実施する。

 なお、試験的な見直しにより、近傍のサブドレン汲み上げ量等への影響が確認される場合は、管理深度等
を元に戻すなど実施することを計画している。
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※１ 地下水位と同等を
地中温度の管理深度とし
て設定

【維持管理運転：地下水位以下の地中温度で管理】

【参考】維持管理運転における地中温度管理深度等の試験的見直しについて

深
さ
：
約

3
0
m

※ブライン循環再停止の管理目安は、運転状況を踏まえて、設定していく

地表面（T.P.+8.5m）

▽ 管理深度（現状）※１地下水位

管理深度（変更後）

凍結管

測温管想定凍結範囲
イメージ

▽

離隔距離
：0.85m

１
ｍ
ピ
ッ
チ
で
計
測

建屋側山側

地表付近拡大



【参考】維持管理運転の状況

 維持管理運転対象全49ヘッダー管（北回り１系統25ヘッダー、南回り２系統24ヘッダーの
うち22ヘッダー管（北側4、東側12、南側5、西側1）にてブライン停止中。
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-凡 例-
：ブライン停止中の区間（凍結管単位を含む）
：ブライン循環運転中の区間

4号機山側：試験的見直し範囲

山側

南回り２系統 ２４ヘッダー

海側

7BLK－H

維持管理運転開始時期：全範囲（49ヘッダ-）

2017. 5.22～ 北側、南側から開始

2017.11.13～ 海側

2018. 3.14～ 山側

地中温度の管理深度等を変更を計画している範囲

【試験的見直し範囲の表記】



【参考１-1】地中温度分布図（１・２号機北側）
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【参考１-2】地中温度分布図（１・２号機西側）
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※
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【参考1－3】地中温度分布図（3・4号機西側）

○BLK-H□ 地中温度の管理深度等を変更を計画している範囲

※ 維持管理運転の運用変更に伴い、白点線より地表側の温度は上昇する



【参考１-4】地中温度分布図（４号機南側）
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【参考１-５】地中温度分布図（３・４号機東側）
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【参考１-6】地中温度分布図（１・２号機東側）
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【参考２】地下水位・水頭の状況について



【参考2-1】地下水位・水頭状況（中粒砂岩層 海側）

データ；～2026/７/15

※RW31は、2022/2/2~
2025/1/17期間は、計器故障

※Co-13は、2022/4/25~2023/6/26の期間は、計器故障
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※RW24は、2025/5/14~ 計器故障 ※RW21は、2025/5/14~ 計器故障



【参考2-2】地下水位・水頭状況（中粒砂岩層 山側①）

データ；～2026/7/15

※RW4は、2023/3/29~2023/9/20
の期間は計器故障
2025/2/3～ 水位計設置位置変更
により欠測
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※RW5は、2025/1/4～ 水位計設置位置変更により欠測

Co-4Dは、2026/4/18～ 計器故障
※ Co-4Dは、2026/4/18～ 計器故障



【参考2-3】地下水位・水頭状況（中粒砂岩層 山側②）

データ；～2026/7/15
17

※ Ci-3は、2026/4/18～ 孔内凍結により欠測



【参考2-4】地下水位・水頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層水頭 海側）

データ；～2026/7/15

※Gi-15は、2022/7/4~2024/6/25期間は、計器故障
2025/5/14～ 孔内凍結を確認したため、欠測

※Gi-23,Go-20は、2025/5/14~
孔内凍結を確認したため、欠測

※So-6は、2018/6/1より計器故障
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【参考2-5】地下水位・水頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層水頭 山側）

データ；～2026/7/15

※Gi-6は、2022/7/25より計器故障

※Go-4Dは、2021/1/11~2025/2/27計器故障

※Go-5Dは、2019/12/16より計器故障
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※Go-4Dは、2021/1/11~2025/2/27計器故障

※Gi-11は、2025/5/14～ 孔内凍結を確認したため欠測
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● 注水井・観測井（山側）
● 注水井・観測井（海側）
● 陸側遮水壁（海側）海側観測井
● 建屋水位
● 陸側遮水壁（山側）山側水位

サブドレン（山側）
サブドレン（海側）

● 地下水ドレン観測井

【参考2-6】サブドレン・注水井・地下水位観測井位置図
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